
く搭時約5msecの表層陽性波が苦るしい.これは表面か

ら5(氾p附近以下で陰性となる｡

4) BJi供水の応答は,表層陽性で,500p附近で陰性に

近松する花位変化を示す.

5) 上紀の結果は,正長桁より下等な動物の場合 (ネ

コ.ウサ4･'g･)と,その小脳利敵による応答の大脳皮質

分和では一致するが.応答の皮J質内層的花位において著

しくダもっていることは注目に値する｡その践能的意味を

氾求するため視床核利敵を同時に行なったが,多くの突

放例が必要なため,日下研究醗行中である.

蛇光法によるサルの中枢モノアミン作動性神

経路分布図の作製l)

田中千賀子 (京大 ･医)

藤田 雄三 (同 上)

島田 祥三 (同 上)

rI収 モノアミソ作動性神経路の班光粗放化学的研究は
ラット.その他の哨乳動物で報告されているが,盟長班

に関する研究はまだ報告をみない｡われわれは高次栴神

･神経機憶研兜におけるサルの誼変性を考え,サルの脳

･t･ノアミソ作動性抑経路を同定するために木研究を計画

した｡脳定位手抑こより,朴経路故地を行ない,班光粗

放化'II':lI'･)に4･ノアミソ合布神経細胞の分布とその線維述

純なD.'4べた｡

アカゲザル4流に脳定位手術を行ない,特定の神経

核,神経純な花見次回により破壊,切断した.さらに薬

物処Bvlに上り,脳アミl/先を柑只的に増減させる方法を

I)r･JllLた｡以上の処旺なしたサルについて,脳の述綻切

片な作成し.班光粗放化学的にモノアミソ神経路の分布

な調べ,さらに,モノアミソ及び関連酵素の神経化学的

分布をもalJべた｡

その紙札 ノルアドレナ1)ソ(NA)性神経,中枢N

A性神経細胞の分-JPは橋被蓋の青斑核,青斑核下に大部

分が鵜申し,その他 延髄網様体の腹外側にも神経細胞

がある｡青斑核から上行性NA性背側路,延髄網様体お

よび青捉核から上行性NA性腺側路を形成していること
がわかった｡また, ド.ミミソ(DA)性神経細胞体は,-n
質 parscompacta,中脳網様体および脚問核をとりまく

脱側被蓋に典中しているo虫質のparscompactaからは

線状脚こ線維を送って,忠質一線条体路を形成している

こと,腹側被蓋からは辺縁系へ線維を送っているらしい

ことがわかったが,この点に関しては,さらに政填実欧

が必安である｡

以上の結米から,モノ7ミソ細胞の分布は,基本的に

1)*研兜の内容は,約17回日本神経化学会,節46回日
本発Pji学会近故部会で発表の予定である.

は胡乱動物に共通のバターソを示すが,詳抑こ祝祭する

と,NA細胞の分布はラット,ジャワザルのそれに似て
おり,ネコ,イヌの分布とは光る｡NA性線維火の先行

は動物間にかなりの差が存在することが明らかにされ

た｡

視覚性短期記憶の神経稜揺2)

岩井 栄一 (都神経科学総合研)

以前の実験で,猿のDtll頚英のうち下部側成田は祝党性

弁別学習神経枚掛こ極めて筑要な役割をAiLしているとい

う知見を得ているO反面,この慣城が視覚性記憶の神経

機構にも関与しているかについては解明されていない｡

本プ3欧の目的は短期記憶テスト課題と一般的に考えられ

ている遅延標本照合学習に対する側頭菜視覚学習閃迎in

城の部分別除効果を換討し,併せて,短期記怯神経機榊

の関連銃野を解明することであった.

攻近の突放で,下部側頭回前半部別除猿は遅延色彩標

本附合学習の疏著な保持能降雪を示すが,後半部削除位

は殆ど陣容を示さないという結果を得た｡この際,前半

別除猿は標本照合課題における遅延条件の有無,さらに

は遅延時間条件に関係なく,一校に疏著な師詩を示し

た.したがって,上記実験紡央からは下部側疏回前半細

別除猿が示した遅延標本照合学習の抹持綻抑抄ま矩】町記
憶機榊の陣賓に基づくものと将純には結諭し紺ない. こ

の間超を検討するため,今回の実畝では,排水刺故の凸

示と,テスト刺激の昌示との柑1ul的遅延条件のダ(iなる(ln】

咋畠示,0秒遅延,5秒遅延,10秒避妊の4条件)･I放

題について,側頭5'R:{rm分別除碇の再学習の可惰性とその

再･11IL4･習に繋する試行回数の益只を検討した｡

方 法

71一法は ｢遅延色合わせ証跡こおける下部側BT1回の部分

破壊の影響｣ (非探･久保田･岩非 '･円木心理学会禿袈

訳文柴,1973年)に記載したものと,再学習させる手枕

き以外は,まったく同じである｡

結 果

下部側頭回後半部削除猿のみならず,前半部別除毅も

4裸超のいずれについても,長期間の再訓練臥 再学習

し得た.再学習するまでにおかした試行の誤数に基づく

群平均節約率は,同時呈示課題,0秒避妊祝M,5秒避

妊課題,10秒遅延課題の各々について,後半部削除郡で

は0.71,0.97,0.95,0.21であったが,前半部削除郡で

は0.43,0.47,-0.64,-0.13であった｡すなわち,Tは

半部別臨猿は遅延条件がないか,またはきわめて短い放

題では再学習避相を殆ど示さないが,遅延暗い】条件を明

確に設定した課題では跡著な陣容を示した｡

2)非探允子･久保田奴(以上,翌技研)との共ru】研究o
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